
（別紙２）

１　事業者の概要

法人名
代表者名

市内の
主たる住所

主たる事業
の内容

２　計画期間

令和５ 年度 ～ 令和７ 年度

４　温室効果ガスの排出量及び排出の抑制に関する目標

基準年度
排出量

t-CO2
目標年度
排出量

11.0 t-CO2

排出削減量 t-CO2 排出削減率 34.5 ％

％

５　温室効果ガスの排出の抑制等を図るために実施しようとする措置の内容

令和５～７年度
照明を昼休み時間に消灯し、電力使用量を削減
空調の設定温度のルール化とサーキュレーター等活用により空調効率を向上

６　その他地球温暖化対策の推進に寄与する取組等

離席または昼休憩中は、必ずPＣをスリープモードにする。
昼休憩中は廊下または役務室の消灯を励行する。
営業車は低公害車を活用している。

令和５年度 本社内の照明（蛍光灯）1８台を高効率照明(LED)に更新、空調1台を高効率空調に更新

令和６年度 本社内の空調３台を高効率空調に更新

令和７年度 太陽光発電・蓄電池を導入し、電力の一部を自給

令和５～７年度 省エネルギーに関する担当者を設置し、組織的に温室効果ガスの排出抑制に取り組む
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３　温室効果ガスの排出の抑制等を図るための基本方針

以下の対応により地球温暖化対策を推進する。

（1）地球温暖化対策を組織的推進するための社内体制の整備を図り、定期的に進捗状況をチェックするなど全社的な取り組みを進める。
（2）エネルギーの使用料や温室効果ガス排出量について削減目標を明確に定める。
（3）事業活動に伴う温室効果ガス排出量の削減に向けた取り組みのほか、設備を省エネ対応へシフトするなど、地球温暖化の防止などの社
会的貢献となる取り組みを進める。

16.8

5.8

（原単位を設定した場合）原単位排出量削減率

実施予定年度 措置の内容


